






















要約 川崎病の免疫反応を明らかにする為に免疫担当細胞の活性化に伴い分泌されるサイ

トカインについて,その血清レベルを測定した。川崎病では TNF(tumor necrosis 

factor),1L-2R(interleukin2receptor)および 1FN-r(interferon r)はいずれも高値を示し

た。とくに TNF は冠動脈病変のあったものに血清での検出率が高かった。また 1L-2R も冠

動脈病変併発例で高値の傾向がみられた。対照疾患とした血管炎では TNF,および 1FN-r 値

が高値,麻疹では 1L-2R および 1FN-r 値が高かった。 

川崎病ではモノサイト/マクロファージや T cell などの免疫担当細胞の活性化に伴い分泌

されるサイトカインが血清中に検出された。サイトカインの血清レベルの上昇が対照疾患

とした血管英や麻疹に比して,川崎病では多くの種類でのサイトカインの上昇が予想され

る。川崎病の免疫病態は免疫担当細胞の hyper-reactive な状態と考えられる。著者らの成

績から免疫担当細胞のより強い活性化が川崎病の冠動脈病変の併発につながることが示唆

された。 


